
ＤＣアドバイザーが注目される背景 
目減りする公的公的年金の補完として、また、節税効果の高い制度として新聞、雑誌等でＤＣ

は今大変注目されています。さらに、法改正により平成 29 年から個人型ＤＣ
（確定拠出年金）に加入できる対象者が拡大され主婦や公務員までほぼ全員
が加入できるようになりました。大事な老後の資産形成ですのでメリットと
デメリットを十分把握して活用したい制度です。 
特に個人型ＤＣ（イデコ）は個人が主体的に加入する仕組みで、扱う金融機
関も商品も多岐にわたりますから制度と商品についての金融機関に偏らない
情報と分析力を持った専門家（ＤＣアドバイザー）が求められています。 
  
 

ＤＣアドバイザー資格のメリット 
◇ 企業内での専門家としてアピールする 
「年配の従業員にライフプランや会社の退職金制度を説明する際、ＤＣアド
バイザー資格を有しているということ話がしやすくなった」、というお声をい
ただきます。ＤＣのみならず、労務知識、公的年金から確定給付企業年金な
どの企業年金など幅広い専門知識を問われる資格ですから、社内外にアピー
ルできます。 

  

◇ＤＣの専門家は少ない 
ＦＰ、社労士などの資格を持ったかたでもＤＣ制度について十分な知識（制度の詳細から、商
品知識、受給の方法など）を持っている人はまだまだ少ないのが現状です。ダブルライセンスで
専門性を訴えることができます。 

  

◇加入者拡大で広がる活躍の場 
企業型ＤＣの加入者は 600 万人を超え、拡大傾向が続いています。また、個人型ＤＣは法改正
により、加入拡大が予想されます。そうした市場で、個人相談、投資教育ができる人材としてＤ
Ｃアドバイザーが注目されています。 
退職金制度のコンサルタントとして活躍するＤＣアドバイザーもいます。 

  

  

ＤＣアドバイザー試験の勉強方法 
試験の出題傾向は過去問題を基本に構成されますので、過去問題及びその周辺事項を研究して
いただくことが肝心です。過去問題は協会ホームページ（販売物のページ）で購入できます。 

試験対策セミナー（第２９回は 11 月 11 日、17 日午後実施予定・詳細は協会ホームページご参
照）では、さらに試験に出題される傾向を中心の実践的な内容です。受講希望者にはセミナーの
録画はインターネットで視聴できるようにいたします。 

 

 
（ＤＣ=Ｄefined Contribution  確定拠出年金） 


